














県警が推進する
高校生の安全運転講習

大分県は各学校で、通学に必要な生徒のみ原付免許の取得を認めて
います。同県では教育関係者、警察、交通関係団体による「高等学校交通安全教育推進
連絡会議」を設置し、関係機関が連携。また、県警が予算を組み、県内の高校を対象に
した「若年者二輪体験型講習」を実施しています。

H28 年度 原付免許取得許可校 （原付通学許可校） 原付免許保有生徒 （原付通学生徒）
全日制高校 38校中 38校 （内 21校） 約 500人 （内約 500人）

大分県立国東（くにさき）高等学校のケース

●国東高校の生徒数は約 530 人。公共交通が不足して
おり、保護者の送り迎えに頼る生徒が多い状況です。
自宅から学校まで 11km以上の生徒に原付通学を認め
ています（30km以上は距離が長すぎるため不可）。

● 1年の春休みに原付免許の取得を許可しており、2年
生になると原付通学が可能になります。

●全校で 50人以上の原付通学生徒がいます。

後藤.雅宏.校長
原付通学には家庭の負担を軽減
する利点があります。有意義な
高校生活を送るために、交通に
潜む危険を回避する予測能力を
しっかり養ってほしい。
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佐藤さん（2年生）
講習では、交差点を通過すると
き、対向の右折車に注意するよ
う教わりましたが、なるほどと
思いました。公道でも意識して
走りたいと思います。

松村さん（2年生）
指導員の方にブレーキの緩みを
指摘され、しっかり整備しても
らいました。ぜんぜん利きが違
うので驚いています。車両点検
のやり方が勉強になりました。18

安全教育の特徴



マナーアップを重点指導
国東高校では、例年、原付通学生徒

50 人を半分ずつ 2日に分け、近隣の「国東自動車学
校」に出向いて原付の安全運転講習を行っています。
実技は 3班に分かれ、「車両整備」「慣熟走行」「クル
マの死角体験」を行い、教習指導員が生徒一人ひと
りにアドバイスします。
また「車両整備」では、教習指導員が生徒の原付を
1台 1 台車両点検し、ブレーキの緩みなどを調整し
てくれました。
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▲教習指導員は、「地域の一員として、公道
での安全運転とマナーアップに取り組ん
でほしい」と呼びかけていた。

◀「なるべく短い距離
でとまろう」と、ブ
レーキングの練習を
繰り返す。公道では
避けるべき急制動を
安全な場所で体験す
ることが大切。

◀教習指導員が見せる
見事なスラローム走
行。追走する生徒た
ちは、なんとか上手
に真似して走ろうと
精いっぱいだ。

講習が面白い！　いままでが自己流すぎた
「運転姿勢はしっかりヒザを閉じて、足はフロアに揃えてね！」「もっと遠くをよ
く見て曲がる。そう！」教習指導員のアドバイスで「走る、曲がる、止まる」の
運転がガラリと変わります。正しい運転方法をじっくり教えてもらったのは初め
てという生徒も少なくありません。みんな真剣に取り組んでいました。

▲教習所のコースを使った慣熟走行

▼ 所轄警察署の挨拶（下）　　車両の点検方法を教える（右下）

　

講習の様子



二輪車メーカーおよび二輪車関係団体は、高

校生への安全運転教育を推進しています。

高校生を対象にした二輪車の安全運転講習等

につきましては下記にお問合わせください。

一般社団法人日本二輪車普及安全協会
　　　　　　安全本部

〒 170-0005.
東京都豊島区南大塚 2-25-15
South.新大塚ビル 7F
TEL..03-6902-8190

発行：一般社団法人日本自動車工業会

〒 105-0012　東京都港区芝大門 1-1-30
日本自動車会館

2018.2


